
ふくしま共創チーム

福島県



福島県の人口の現状

総人口

生産年齢人口(15～64歳)

老年人口(65歳以上)

年少人口(0～14歳)
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総人口
2026年6月1日現在

約214万人  1,699,510人
(前年同期比 ▲24,105人)

1998年ピーク時 2025年1～12月(概数)

▲19,336人
(前年同期比 ▲214人)

前年より悪化

（全国ワースト14位）
自然動態

2025年1～12月

▲7,197人
(前年同期比 ▲514人)

社会動態

 出生数減少は全国

的な趨勢(一部では

増)。

本県では過去最少の

出生数を更新。

死亡数は前年同期比

で前年並。

2025年1～12月(概数)

7,842人
(前年同期比 ▲374人)

死亡数

出生数

2025年1～12月(概数)

27,178人
(前年同期比 ▲160人)

【過去最少】

【若干改善】

(参考)

婚姻数

2025年1～12月(概数)

5,484件
(前年同期比 ▲11件)

【若干減少】

前年より悪化

（全国ワースト2位）

転出者数

転入者数

2025年1～12月

29,985人
(前年同時期比 ▲204人)

2025年1～12月

22,788人
(前年同時期比 ▲718人)

【前年より
減少】

【若干改善】

転入の動きの弱まり

が社会動態へのマ

イナス影響を示唆。

また、若年層の転

出超過傾向は継続。

総人口は約44万人減
（ピーク時の約8割）

老年人口は約１．５倍

生産年齢は約２／３

年少人口は半減

人口ピーク時と比較

出典：総務省「国勢調査」
※1998年・2026年は
福島県統計課

 「福島県の推計人口
（福島県現住人口調査）」

※1998年は1月(人口ピーク)、
2026年は6月(最新値)、
それ以外は10月1日現在

2026年6月1日現在

577,432人
(前年同期比 ▲14人)

老年
人口

2026年6月1日現在

915,599人
(前年同期比 ▲17,569人)

生産年齢
人口

【例年並の減少】

2026年6月1日現在

172,545人
(前年同期比 ▲6,522人)

年少
人口

【減少傾向】

【例年並の減少】

(注) 年齢3区分別人口の実数には、年齢不明の33,934人は含まれない

総人口が170万人を下回った（戦後初）。
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●総人口 ：2026年6月現在で総人口が170万人を下回った。170万人を下回るのは戦後初めてであり、1940年10月以来約86年ぶりの
人口水準となった。今後も年2.5万人程度の減少が見込まれる。

●３階級別：全ての年齢階級で減少となる見込み。特に老年人口はこれまで増加傾向にあったが、減少傾向に転じている。
●自然動態：2025年の出生数は過去最少（8千人を下回る）。死亡数は若干改善、婚姻数は若干減少。
●社会動態：2025年の転出超過数は前年より悪化し2017年以来の7千人台。転入の動きの弱まりが見られ、若年層の転出超過傾向は継続。
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ふくしま共創チームの概要

ふくしま共創チーム

会津 中通り 浜通り

オール福島

で持続可能な
豊かなふくしまを
目指す！

会員

共有
・行動

全体会

学生を中心に
企業・団体
市町村等で議論

ひと 暮らし しごと 人の流れ

2026年7月1日現在 724団体
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福島県では、人口減少の危機的な状況に対し、県内の産官学金労言士が一丸となり、「オール福島」で対応して

いくため、人口減少への危機感を共有しながら、共に考え、共に行動するための連携基盤として

「ふくしま共創チーム」を設立し、あらゆる主体の皆さんと持続可能な県づくりを進めています。

※ふくしま共創チームは、ふくしまSDGｓ推進プラットフォームを母体とした分科会です。

○企業・団体、マスコミ、金融機関、
市町村、教育機関などで構成

・人口減少対策の優良な取組等の情報
共有

・共創チーム活動補助金の事例共有
・ふくしまプライド調査部の活動報告

等

気づきを共有

○県内大学生等が中心になり、各地域の企業・
団体、市町村等と３地域で調査部を構成

・「輝く企業・地域調査」や「連携・共創ミーティ
ング」の活動を通じて、ふくしまの宝を発見

・連携・共創して人口減少対策に取り組む重要な
視点を学ぶ

活動報告や事例発表等に
より、気づきを波及させ
それぞれの立場での
行動変容を促す



ふくしま共創チーム会員のメリット

ふくしまプライド調査部に参加すると…

学生や若手との交流や他企業との交流が生まれます
➤異業種企業とのネットワーク形成や新たな連携のきっかけに

 なります。

会員になると…

自治体の有益な情報や他企業の取組情報が
メールマガジンで届きます
➤県の支援制度・イベント情報や企業の取組情報がタイムリーに
入手できます

学生などの企業訪問を受け入れると…

自社の魅力を直接PRすることができます
➤ふくしまプライド調査部では、県内大学生等が企業を訪問し、
企業の取組等を調査します。

人口減少対策の活動をすると…

活動を支援する補助金制度もあります
➤令和８年度は、学校法人や企業、各種団体など多様な主体に
よる８事業を採択しました。

会員になるとこんなメリットがあります
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メールマガジンの一例

会員登録・年会費は「無料」です。

・
・
・

R7年度企業訪問活動時の様子

１．テーマ 『男女共同参画』
＃１ 【20●●年度ワークライフバランス男女共同参画大賞】

●●●●株式会社の取組紹介
自分事として、できることから【とも家事ふくしま】
＃２自分事として、できることから【とも家事ふくしま】
２．地域の取組紹介コーナー『地方振興局だより』
＃３ 【県北地方振興局】働き方改革

・
・
・

R7年度ふくしま共創チーム キックオフミーティングの様子



※母体の「ふくしまSDGｓ推進プラットフォーム」への加入申込により、分科会である「ふくしま共創チーム」
へも同時に加入することができます。

ふくしま共創チームへの加入について
ふくしま共創チームでは、福島県の人口減少に対して、

共に考え、共に行動する様々な企業・団体を募っています。

※ふくしま共創チーム
の現会員名簿や活動の
様子はコチラから↓
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